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　 トル ク試験 では,1週 目にお いてUSW群 と
Control群に差は認められなかったが,2,4週 目
においてUSW群で有意 に高い トル ク値が認め ら
れた。軟X線 写真所見では,1週 目のUSW群と
Control群ともにインプラン ト体の周囲に不透過
像が認め られるが,両 者に差は認め られなかった。
2,4週目で も両群 に不透過像が認められたが,
USW群の方がより多く認められた。 さらにH-E
染色像では,2,4週 目ともに,Control群と比較
してusW群の インプ ラン ト体周 囲に幼若骨の形
成が多く認められた。TRAP染色では,2週 目の
usW群,　Control群ともに染色 される細胞 は少な
いが,イ ンプラン ト体周囲の幼若骨表面 にTRAP
陽性の多核 巨細胞が認 められた。4週 目では,
usW群のインプラン ト体に接触 している新生骨
表面に多数のTRAP陽性の多核 巨細胞が認め られ
た。 しか しControl群ではインプラン ト体 との接
触部よりも表皮側にTRAP陽性の多核巨細胞が認
められた。
　TRAP陽性細胞数の計測は術後2週 目のTRAP
陽性細胞数はControl群と比較 してusW群の方が
多く観察 されたものの,有 意差は認められなかっ
た。 しか し術後4週 目においてはusW群に有意
差が認められた。
　本研究結果から,超短波がインプラン ト治療に
おける骨 とチタンインプラン トとのオ ッセオイン
テグ レーションに対 して応用可能であることが示
唆 された。
　本論文に関 して審査委員会が平成23年12月2
日に開催 された。委員より,1)超短波の特徴,2)
TRAP染色における手技,3)マ イクロウェーブ
との違い,4)超 短波照射の金属への影響等につ
いて質疑があり,いずれも申請者から的確な回答
が得 られた。 また,委員会での指摘にそって,1)
用語の統一,2)誤 字の修正,3)緒 言の追加 ・
修正,4)写 真 ・グラフの修正がなされた。
　本研究は歯科医学の発展 に寄与するものと考え
られ,申 請者は学位授与に値す ると判定 した。
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　1965年にBranemarkがオ ッセオインテグレー
ションによるインプラン ト治療 を開始 して以来,
現在にいたるまで歯科治療の欠損補綴において,
インプラン ト治療は広 く応用されている。インプ
ラン ト治療ではチタンインプラン ト体 と骨 との
オッセオインテグレーションは必要不可欠な要素
である。一方,イ ンプラント体 を埋入する骨組織
はWolffの法則か ら知 られ るように物理的な力に
敏感に反応する組織で,こ の法則を応用 してこれ
までに物理療法が骨折後の骨折織の再生や修復期
間を早めるとい う研究結果が報告 されている。そ
こで超短波 をメカニカルフォースとして用いた場
合,チ タンインプラン トのオ ッセオインテグレー
ションにどの様な影響を及ぼすかを調べることを
目的 とし,ラ ッ ト脛骨を用いて形態学的ならびに
物理学的に解析 した。
　エーテル麻酔下の10週齢雌 ラッ ト両側脛骨 に
円筒形のチタンインプラン ト(直径1.19mm×長
さ1.5mm)を埋入 した。術後1日 目より左側脛
骨埋入部 に皮膚上 よ り3cmの距 離か ら超短波
(ピー ク出力132W,平均出力44W,照射時間20分)
にて週3回 照射 を行いUltra　Short　Wave群(以
下usW群)と した。 また反対側の右側には照射
を行わずControl群とした。その後1,2,4週に
てラッ トは脱灰切片グループ,ト ルク試験グルー
プに分け,各 グループ5匹 ずつ試料の回収 を行っ
た。試料回収後,ト ルク試験グループは トルク試
験 を行い,脱 灰切片グループは軟X線 写真撮影後,
EDTAにて脱灰,通 法に従い脱水,パ ラフィン包
埋をし,切片を作成,H-E染色,　TRAP染色を行った。
